
 9 

日本語習熟論学会第 1回大会(2022)研究発表予稿集 2022.7.30  

 

学習者の語・表現の産出に焦点を当てた日本語教育研究 

－日本語教育における「語彙の教育と習熟」について－ 
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1. はじめに  

 本稿では，執筆者がこれまで日本語教育の現場に身をおきつつ，日本語の様々な表現の意

味・用法について考察を行ってきた経験の観点から，日本語学習者の語・表現の産出に焦点

を当てた日本語教育研究の種々のありようについて述べることを目的とする。日本語教育

の現場において種々の表現を取り扱うにあたって留意していることを中心に述べる。 

 

2. 語・表現の産出にあたり日本語教育の観点から注意すべき各点について 

2.1 文型：述語とその補語など 

 日本語教育の観点から学習者の産出する語・表現について考える際，まず押さえるべき基

本的な点として，その語・表現がどのような「文型」において用いられるのかということが

挙げられる。日本語教育において「文型」とは，いわば文の構造パターンとでも言うべきも

ので，多くの初級教科書においては，伝統的に「文型」に基づくシラバスにより教授項目が

提示されてきた(1)。語は単独で用いられるのではなく，文を構成する要素としてはたらく。

したがって，語を学ぶ際には，それが文の中ではどのような他要素とともに，どのように用

いられるのかという基本的な点についておさえておく必要がある。文のいわば骨格とも言

うべき基本構造を的確に身につけておくことは，中級以上のレベルになりより複雑な内容

の文を産出する際においても，構造の明快さを実現する上で重要である(2)。 

例えば，日本語教育の初級〜初中級段階では多くの基本的な動詞・形容詞等が導入される

が，これらの語がどのような補語（「名詞＋格助詞」の形をとり，述語が表す意味を補う要

素）をともなって用いられるのかは，「［交通手段］で［場所］へ行く」「［時刻］に始まる／

終わる」「〜は［場所］にいる／ある」「［場所］に〜が［数量］いる／ある」「［場所］で〜

を（する・読む・買う・食べる）」「〜がほしい／好きだ」「〜と同じだ／違う」「〜に〜をあ

げる／〜に・から〜をもらう」などのようにそれを明示的にとらえることができる。中級段

階以降になり，導入される語・表現が多岐にわたっても同様に，「〜に驚く」「〜にあふれる」

「〜に属する」｢〜に困る｣「〜から〜を守る」等，必要となる助詞に注意を払い，文構造を

おさえていくことは語・表現の導入の際に欠かせないポイントとなる。 
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2.2 多義的意味による結びつく語・表現の違い 

語・表現はその多義的な意味により異なる「文型」をとる場合があるという点に注意が必

要である。例えば，初級段階で導入される基本的な動詞「聞く」の場合，「耳で感じてとら

える」の意ならば，「［話・音楽］を聞く」という構造をとり，「人を通して知る」という意

ならば「［人］から［知らせ・ニュース］を聞く」のように情報源を「から」で示すことが

できる。「尋ねる」の意ならば「［人］に［道・時間・値段］を聞く」というように，問いか

ける相手が「に」によって示される。また，「呼ぶ」という動詞の場合も，単純に「名前を

声に出して言う」意味ならば「［名前］を呼ぶ」となるが，相手にどのように呼びかけるか

ということならば「［相手］を［名前・ニックネーム］で呼ぶ」，相手を招く意ならば「［人］

を［イベント等］に呼ぶ」，また名付けを行うという意味ならば「［人・物・時・所］を［名

前］と呼ぶ」と，それぞれ異なる文型をとる。 

また，構造パターンとしての「文型」に違いは見られなくとも，具体的にどのような語・

表現を補語の名詞句にとることが可能なのかという点に目を向ければ，語の多義的な意味

によってそこに現れる表現が異なってくる。例えば，初級段階で導入される基本的な動詞

「見る」｢買う｣などを例にとると，以下のようにどのような語・表現をヲ格の名詞句として

とり得るのかは，基本的な意味から派生的な意味まで，その多義的意味により異なってくる。 

 

(1) ［テレビ・映画・ニュース］を見る   （視覚でとらえ理解する） 

［顔色・様子・反応］を見る      （状況を探る） 

［意見の一致・解決・終結］を見る   （新たな状況・局面を迎える） 

［子どもの勉強・面倒・赤ちゃん］をみる（世話をする） 

［患者・患部・病状］を診る      （診察する） 

 

 (2)［野菜・服・車・株・土地］を買う （お金を払って品物や権利を自分のものにする） 

［反感・反発・ひんしゅく・恨み］を買う    （よくない評判や反応を身に受ける） 

［才能・努力・意欲・人柄］を買う      （その価値を認める） 

［喧嘩・憎まれ役・大役］を買う／買って出る （進んで引き受ける） 

 

 このような多義性に基づく様々な用法は，語の広範な使い方を習得する上で欠かすこと

にできない観点となる。例えば「とる」や「かける」など多義の発達した基本的な動詞につ

いては，初級から中級，そして上級レベルに進むにしたがって，以下に挙げたような様々な

使い方に触れ，それを身につけていくことになる。 

 

(3)「とる」： 

「棚から荷物をとる」「写真をとる」「皿に料理をとる」「帽子・めがねをとる」 

     「服の汚れをとる」「（かかってきた）電話をとる」「週に６つ授業をとる」 

「手数料を 10％とる」「ノートをとる」「朝食をとる」「先に行って席をとっておく」 
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     「専門的な資格をとる」「失礼な態度をとる」「万全の対策をとる」 

「責任をとって辞職する」「冗談を本気にとる」「先方に連絡をとる」 

   「イニシアティブをとる」「相手の機嫌をとる」「競争相手に遅れをとる」 など 

 

 (4)「かける」： 

   「壁に絵をかける」「ドアに鍵をかける」「本にカバーをかける」 

   「料理にソースをかける」「めがねをかけてよく見る」「電話をかける」 

   「荷物に紐をかける」「椅子に腰をかける」「相手に迷惑をかける」 

「皆に心配をかける」「一言声をかけて行く」「時間をかけて考える」 

   「外交的な圧力をかける」「拍車をかける」「保険をかける」「成功に期待をかける」 

   など 

 

2.3 コロケーション 

 上記のような様々な用法に目を向けることは，さらに，語と語が慣習的にどのように結び

つくかという「コロケーション」（連語）に注意を払うことにつながる。例えば，日本語に

おいては「風邪を引く」「電話をかける」「約束を破る」「うそをつく」などの表現は，動詞

と名詞句とが慣習的に結びつき，定着した表現を形作っており，これを例えば「?風邪をと

る」「?電話を送る」「?約束を壊す」などと，動詞を自由に置き換えて言うのは不自然である。 

同様の慣習的な結びつきは，「計画を立てる」「関係を深める」「影響を与える／受ける」

「才能を伸ばす」｢目標を達成する｣「義務を果たす」「疑問を抱く」「発展を遂げる」「問題

が生じる」「期待が高まる」「足跡をたどる」「変化に富む」「実現を危ぶむ」「希望をもたら

す」など，日常的に種々の表現において見られる。このような動詞を中心としたコロケーシ

ョンに限らず，「真っ赤な嘘」「暗黙の了解」「きっぱり断る」「はっきり言う」など，修飾要

素と被修飾要素の関係においても，慣習的に定着した語と語の結びつきは見られる。中級レ

ベル以降，種々の表現に触れ，豊かな語彙力を身につけていくためには，このような慣習的

な語と語の結びつきに習熟することが欠かせない。 

 

2.4 類義表現との意味の違い 

 また，互いに似た意味を持つ「類義」関係の語においては，上記のように慣習的に結びつ

く語（コロケーション）に違いが見られることも多いため，語と語の結びつきに注意を払う

ことは，類義表現の使い分けの観点からも重要である。 

 

 (5)「豊かな」「豊富な」： 

豊かな｛自然・心・愛情・想像力・才能・表情・人生・生活・暮らし・人間性｝ 

   豊富な｛?自然・?心・愛情・想像力・才能・表情・?人生・?生活・?暮らし・?人間性｝ 

 

 (6)「発展」「発達」: 
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   ｛産業・経済・国・町・文化・人々の考え方・社会｝が発展する 

 ｛交通手段・通信技術・心身・知能・機能｝が発達する 

 

3. 的確な例文の提示の必要性 

3.1 導入の際に必要となる具体的な文脈を考える 

 2.1〜2.4節において述べたように，多義的な意味の観点からある語を中心とした文型（構

造パターン）およびコロケーション（意味的な結びつき）をおさえること，また類義表現と

の違いを視野に入れた意味・用法をとらえること，日本語教育の現場においてこれらを的確

に実践していくために必要なのは，それらの要点を簡潔に示すことにできる例文であろう。 

しかし，「例文」の働きがより重要になるのは，初級レベルにおいて基本的な語・表現を

身につけた後，例えば中級レベル以降に，より抽象的な概念等を表す種々の表現が導入され

るようになってからであると思われる。それらの語・表現が実際にどのような文脈・場面で，

どのようなことを述べる際に用いられるのかを的確に理解することができるよう，具体的

かつ適切な例文の提示が求められるようになる。なお，ここでの「例文」とは，提示すべき

内容をおさえた上で，構文的および意味的側面から整えられ作成された文のことであり，コ

ーパス等で得られた実例をそのまま学習者に示すというものではない。 

一例を挙げれば，例えば「矛盾」しているとは，例えばどのようなことがどうあることを

述べるものだろうか。あるいは「妥当」「合理的」「短絡的」などの表現は，具体的に何が

どのようである場合に用いるものなのだろうか。いずれの表現も辞書の記述を見れば，「矛

盾」とは「つじつまが合わないこと，両立しないこと，話の前後が合わないこと」，「妥当」

とは｢判断・処置が理にかなっており適切であること｣，「合理的」とは「理にかなっている

こと」あるいは「無駄がなく能率的であること」，｢短絡的｣というのは「筋道によらず 2つ

の事柄を単純に直接結びつけてしまうこと」など，一定の説明を得ることはできる。しかし，

それらの表現が具体的に使用されるのはどういう場合なのかということまでは，辞書の記

述のみからはわからない。ウェブ上で，あるいはコーパスを用い，これらの表現を検索した

としても，学習者が理解するのに適当な，うまく整った文脈が即座に見つかるとも限らない。

学習者の母語において対応する語があれば，対訳により一定の意味の理解は可能であると

思われるが，どんな場合にも両言語でその意味や使用範囲が完全に一致するとは限らない。

典型的かつ具体的な使用文脈を示すためには，学習している目標言語の言語社会における

的確な使用例を，整った例文として提示することが必要になる。 

 ケーススタディとして，中級〜中上級レベルにおいて例えば「良心的」「うがった〜」

という表現が扱われる場合，「良心的」とは何がどうあることなのか，「うがった｛見方／

解釈｝」とは，どのようなことをどう解釈することなのかということを示す例文について

考えてみた例を挙げる（鈴木 2016a,鈴木 2020）。 

 

(7)「良心」：人間の一般的な道徳的意識 
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   「良心的」：通常であれば利益至上主義にしたがい，当然のごとく利益優先として

行動すると思われるところで，思いのほか顧客の立場に立った，利益はひとまず

置いて，顧客を重視・尊重するような対応をとっていると思われる事例 

 

(8)「良心的」の導入例試案（鈴木 2016a より) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (9)「うがった見方／解釈」：ある物事が，表面上は多数の人に肯定的あるいは好意的

に受け止められている，あるいは特に問題があるとは思われていないという状況

で，それに対し，その本質的な裏の事情をとらえるような見方を提示し，発言を

行うという文脈。「物事の隠れた本質をうまくとらえている」と評価される場合

もあり，「裏の事情を深読みし過ぎている」と受け止められる場合もある。 

 

(10) 「うがった〜」の導入例試案（鈴木 2020 より) 
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3.2 学習者の学習ツールの使用実態とコンテンツ開発に資するデータベースの作成 

 日本語学習者にとってこのように「例文」が大事であるということは，特に辞書の開

発・作成の文脈において以前より指摘されてきた。例えば姫野（監修）（2004），姫野

（監修・執筆）（2012）等は，学習者あるいは日本語教師にとって役に立つよう，語と語

の慣習的な結びつき（コロケーション）に焦点を当て，豊富な例文によってそのありよう

を示した特色ある辞書となっている。 

 一方，学習者と辞書との関係を見てみると，ここ 10 数年の間に，その様相は大きく変

化している。鈴木（2012）では，日本語学習者（留学生）を対象に 2011年 1〜2月時点で

調査を行った結果，電子辞書（辞書専用器）の使用者が多数派を占めており，同時にオン

ライン辞書（辞書サイト）の使用が広がり始めていると見られることが報告されている。

この時，スマートフォンはまだ出始めた頃であり，スマートフォンを所持し，各種アプリ

を学習に使用しているという学習者は少数派であった。 

学習者が日本語を産出する際にどのように辞書を使用しているのかについては，鈴木

（2016b）等により調査が継続して行われ，辞書使用の際のポイントを学習者と共有する

こと等を目指したワークショップも開かれている（鈴木・髙野 2015，鈴木 2017）。その

後，スマートフォンの使用が一気に増え，学習者の多くがそれを所有するようになると，

同時に日本語学習に資する様々なアプリやウェブサイトも開発されるようになり，鈴木他

（2018,2019,2020）では，2016〜2018 年の調査時において国内外の学習者の学習ツール使

用状況は一転し，電子辞書の使用は稀となり，スマートフォンの各種アプリ，および各種

ウェブサイトが活発に使用されるようになっていることが報告されている。 

このような状況の中で，鈴木他（2020）では，実際に学習者に人気のある辞書アプリ 4

種の語句検索方法・検索結果，収録の訳語や例文等の検討を行い，言語学習のための修

正・加工等が施されない膨大な量の例文が無作為に表示されることや，文脈等の情報がな

いまま似た意味を持つ複数の対訳候補が提示されるなど，アプリの例文および対訳に見ら

れる問題点を指摘している。また各アプリにおいて表示される例文がどのようなデータベ

ースに基づくものであるかを確認し，複数のアプリが依拠する例文データベースが，必ず

しも日本語教育の観点からの精査を経たものではないと考えられることを述べている。 

 また，鈴木他（2019）では，日本語学習アプリ・ウェブサイト開発に見られる特徴を

「オープンデータ」「双方向のコミュニケーション」というキー概念によってとらえ，ア

プリ・ウェブサイト開発において欠かせないのは，開発に利用可能な種々のオープンデー

タであること，またユーザーは開発・管理者に向けて質問やコメントなどのフィードバッ

クを寄せ，自らコンテンツの改善を図ることも可能であるなど，学習ツールの開発には旧

来の「辞書」とはその基本の考え方において異なる特徴が見られることを指摘している。 

 これらの調査研究を経て，鈴木他（2022）では，日本語教育に資する，質を整えた例文

のデータベース（例文バンク）を作成し，アプリやウェブサイトなどの日本語学習ツール

開発に利用可能なようにオープンデータとしてそれを公開することとして，4年間の研究
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プロジェクトを開始したことが述べられ，当該の例文データベースのコンセプトと具体的

な例文作成の考え方について説明がなされている。 

 

4. 論理的な文章展開：語・表現を超えたもの 

 最後に，日本語学習者のみならず日本語母語話者も含め，アカデミックな文脈で学術的

なレポート・論文の作成を行う際，産出する個々の文が全体の「文章の展開」に影響を与

えるため注意が必要であるという点を指摘しておきたい。 

 読みやすい文章，論の流れが明快な文章というのは，読み手の思考への妨げがない。書

き手が何を言おうとしているのか，どういう論の流れがそこにあるのかについて理解困難

であるということがない。それは決して「易しい」文章であるということと同義ではな

く，内容自体が学術的に難しいテーマを扱っていたとしても，論の展開に不自然さがない

ということによってもたらされる明快さである。これには，文と文とのつながりもさるこ

とながら，個々の文において，文章の展開に沿わない文構造が用いられていないというこ

とも大きいと考えられる。「〜は Aであり，一方，〜は Bである。」と述べることと，「〜

が Bである以外は，すべて Aである。」と述べることでは，互いに文構造が異なることか

ら，当然，そのような文がそれぞれに述べようとしていることは異なる。いずれを用いる

かによって，その後の文章展開は変わってくる。このことは，2.1節で触れた「文型」

が，文の構造と表現機能とをあわせて持ったものであることを，今一度よくとらえ直すこ

とにもつながると思われる。 

 

5. おわりに 

 ここでは，日本語教育における語彙の習熟およびその教育について，現場の教師の観点か

ら考えられる留意点を，文型（文構造と表現意図），コロケーション（慣習的な語と語の結

びつき），多義性，類義表現の各点から示した。さらに抽象的な概念を表す語・表現につい

ては，それが実際にどのような文脈において用いられるのかを，的確な例文によって提示す

る必要性について述べ，近年の日本語学習者の辞書等のツール使用の変化を確認するとと

もに，現状において学習者の使用するアプリやウェブサイト等の例文には問題点も見られ

ること，さらにその問題点を解決すべく，日本語教育の観点から内容・質を整えた例文のデ

ータベースを作成し，オープンデータとしてそれを公開する研究プロジェクトが既に開始

されていることについて述べた。また，最後に「文」レベルの的確な産出が，論理的な文章

展開において欠かせない一要素となると考えられることについて触れた。 

日本語学習者の語彙および日本語の習熟に役立つことができるよう，今後とも日々の教

育・研究を進めていきたいと考えている。 

 
注  
(1) 日本語教育のシラバスには，言語使用の「場面」や「話題」（トピック）を中心として組まれ

たものや，「タスク」（課題）を行うことを中心に据えたものもある。なお，日本語教育にお
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いて伝統的にとられてきた「文型」の概念は，形式と意味との両側面をとらえるもので，後

の「オーディオ・リンガル・メソッド」における「パターン・プラクティス」（機械的な反応

を形成するよう口頭にて徹底的に行われる代入練習や変換練習など。「“文型”練習」という

訳語が充てられる）とは本来的には意味するところが異なる（鈴木 2019）。 

(2) なお，日本語教育における「文型」には，例えば「比較」を表す「（Aと Bとでは）Aのほう

が〜」という文型や，「Verb（動詞）たことがある／ない」という「経験」の有無について述

べる文型など，表現の側面に着目したものも含まれる。 
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